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Spatial characteristics that promote or suppress use of a mobile phone during a meeting
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1 .　研究の背景と目的
　携帯電話などの小型情報機器の普及によって、離れた人ともコ
ミュニケーションが容易に取れるようになった。場所や時間に制限
されないばかりか、別の作業をしている最中であっても、即座にや
りとりができることが多くなった。しかしその一方で、対面中の相
手がいるようなときには、携帯電話の使用によって、対面者とのコ
ミュニケーションが途切れたり、不快に感じさせたりすることも起
こり得る。また同伴者がいなくても、公共の空間で通話することは、
周囲の人々への迷惑になることも多い。そのため、日常生活の中で
は、携帯電話を使って通話やメールをしてよいかどうかということ
に迷う場合がある。そうした判断には、無礼を許してもらえる人間
関係であるかどうかという対人条件が大きく関係していると思われ
るが、それだけではなく、その場所の環境条件や雰囲気なども関
わっているのではないかと推測される。相手に気兼ねすることなく、
自然と携帯電話を使いやすい場所もあれば、何となく使用しにくく
感じるような場所もあるからである。本研究は、他者と対面してい
る場合の携帯電話の使用しやすさが、場所の特徴とどう関わってい
るかに着目するものである。携帯電話を操作しなければならない側
からは、できるだけ対面者に迷惑をかけずに使用できる状況がつく
られることが望ましいし、対面者とのコミュニケーションが重視さ
れる場では、携帯電話の使用を自ずと抑制するような状況がつくら
れることが望ましいといえる。

　本研究では、都市生活において飲食と同時に会話を楽しむために
利用されることが多いカフェを対象とし、対面中の人々の携帯電話
の操作状況を観察調査を通して分析し、携帯電話を使いやすくした
り使いにくくしたりする要因の一部を評価実験により明らかにする
ことを目的としている。カフェを対象としたのは、多数の他者と空
間を共有しながら比較的長時間会話を交わす場所であり、携帯電話
を使用することが禁止されていないことが多いためである。
　携帯電話と対人関係に関わる既往研究としては、コミュニケー
ションがどのように拡張されたかを調べたものがある。情報端末と
しての活用可能性についてまとめられたり1）、携帯電話を利用するこ
とによる職場での働き方や対人関係の変わり方を調べたり2 ）してい
る。また、携帯電話やメールによる若者の友人関係の維持の仕方に
ついて研究したものもあり3 ～5）、特に遠距離友人関係の場合に、携帯
メールによるコミュニケーション効果が高くなりやすいことなどを
示している。しかしこうした意思伝達の機会や頻度が増加する一方
で、携帯電話の着信によって思考や作業が中断しやすいことなどの
問題が指摘されている。
　ある行為をしている最中に携帯電話を使用することの悪影響につ
いては、交通安全の場面を中心に研究されている。自動車運転中の
携帯電話使用による反応の遅れ方6 ・7 ）や、歩行者の携帯電話使用に
よる注意散漫の程度8 ）などが調べられたりしている。さらに、携帯
電話によって作業が不必要に中断することを回避することを目的と
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図1　調査店舗の風景
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表1　店舗別調査結果

水平面照度：テーブル高さで 1 0 点測った平均値　　室内音環境の種類：「B 」は B G M が主体として聞こえる状態、「声」は人の話し声によるざわつきが主体として聞こえる状態　　B G M
のジャンル：「Ｈ」は H i p  H o p 、「Ｊ」は J a z z 、「Ｐ」は P o p s 、「Ｔ」はテクノ、空欄は特定のジャンルがないもの　　音量：3 分間の等価騒音レベル　　在室密度：「高」はおよそ 0 . 8
人 / ㎡以上、「中」はおよそ 0 . 4 ～ 0 . 8 人 / ㎡、「低」はおよそ 0 . 4 人 / ㎡未満　　主要テーブル間隔 ：観察対象者のテーブル間隔で最も多かったもの　　主要ドリンク代：ソフトド
リンクの主要な価格帯　　　サービス形式：「フル」は後払いのフルサービス、「セルフ」は前払いのセルフサービス　　従業員の制服：（フ）はフォーマル、( カ）はカジュアル　　隣
接する街路の人通り：「多」は 1 分間に 1 5 人程度以上、「少」は 1 分間に 1 5 人程度未満

して、呼び出す際の情報提供の仕方を検討したものもある9）。ただし、
対面中の他者に与える心理的な影響などについては検討されていな
い。他者に与える影響を考慮したものには、電車内での通話が周囲
の人々に与える不快感が調査されたり1 0 ）、屋内公共空間での携帯電
話の使用のルールが決められたりしているが、空間的な特徴によっ
てそうした行為を抑制しようとしている事例はほとんどない。
　既往研究に対する本研究の特徴としては、対面中であるにも関わ
らず別の人間と携帯電話を用いたコミュニケーションをとるという
行為について、そのしやすさとしにくさの両方を扱うこと、そして
そのことが空間のどのような特徴と関係しているかを探ろうとする
点にある。

2.　観察調査
2 －1　調査概要
　実際に営業しているカフェにおいて、利用者による携帯電話の操
作状況を調査することとした。対象としたカフェは、東京と横浜の
鉄道駅近くにあり、2 0 代の利用者が中心であること、3 0 分以上利用
する者が多いこと、高いパーティションなどで区切られていない空
間であることなどとした。予備調査を行い、利用者の行為を観察し
やすい3 1 店舗を選定した。ファストフード店は含んでおらず、同一
チェーン店は2 店舗までとしている。
　これらのカフェにおいて、向かい合って会話をしている2 0 代と推
測される2 人組みを対象として、一組当たり3 0 分間観察した。ただ
し、対面者と仕事をしている思われた人々は除外している。調査は、
2007 年5 月～11 月の14 時～17 時に実施し、一店舗において1 回か2
回行なった。2 回行なった場合は、同じ時間帯で、在室密度もほぼ同

じときとした。
　図1 に調査したカフェの一例を示す。各々の店舗において、水平
面照度や音環境、在室状況、テーブル間隔などについても調査した。
調査は全て、同一の2 0 代の男性2 名により行なった。調査できた人
数は、合計で男性278 名、女性764 名の計1042 名である。
2 －2　調査結果
　表1 に、調査結果を店舗ごとに示している。携帯電話を「操作」し
ているとしたのは、単に携帯電話を持ったり着信を確認したりする
だけではなく、携帯電話を3 0 秒以上連続して操作していたり通話し
ていたりする場合とした注1 ）。多くは通話ではなく、メールを打つな
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図3　平均水平面照度と携帯操作率
操作率が高い（50%以上）ものと分布が外れているものに店舗番号を記している
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図2　調査人数と携帯電話操作人数
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表 3 　重回帰分析結果（ステップワイズ法）
Ｆ値の確率が 0 . 0 5 以下で変数を投入し、0 . 1 以上で除去

（人）

No.4
No.4

No.4
No.20

どの声に出さずに操作するものであった。図2 に、調査人数と操作
人数を性別ごとに示している。全調査数（1 0 4 2 名）の中で、携帯電
話を操作していたのは3 2 2 名で、その比率（以後、操作率とする）は
30 . 9 % である。図2 より、携帯電話の操作率は、男女とも、同性同士
での利用の方が異性同士での利用よりも高くなっている。またどち
らの対人条件でも、男性の方が女性よりもやや高くなっている。た
だし何れも統計的に有意な差ではなかった（有意水準5 % ）。
　表1 は、同性同士・女性の操作率が高い店舗の順に並べている。各
店舗における全調査者の平均操作率が最も高いのはN o . 3 と5 の5 0 %
で、最も低いのはNo.25 と29 の14% であった。ただし、操作率の高さ
は、性別とその組み合わせの属性によって必ずしも一致していない。
同性同士・女性で操作率が高いN o . 1 や2 のカフェは、異性同士の場
合は男女ともあまり高くなっていない。
　表2 に、携帯電話の操作率と各調査項目との関係（相関係数また
は分類ごとの平均値）を示す。また表3 に、操作率を目的変数とし、
表2 の1 0 項目を説明変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）の
結果を属性ごとに示している。同性同士・男性は、調査できた人数
が少ないため（5 名以上調査できたのは3 店舗のみ）、分析対象から
は外している。また異性同士においても、観察対象が4 名以下の店
舗（No.5,11,13,16,18,22,25,28,30）は除いて分析するものとした。表
2 から、携帯電話の操作率は利用者の属性に関わらず、水平面照度と
の間に強い正の相関が生じており、空間の明るさが主要な要因と
なっていることが考えられる。
　同性同士・女性は、表2 と表3 から、操作率がドリンク代、サービ
ス形式、街路の人通りと関係があることが特徴的であり、ドリンク
代が安く、セルフサービスの店舗で、隣接する街路の人通りが多い
方が、操作率が高くなっている。前払いでお客が飲食物を運ぶセル
フサービス形式は、チェーン店のカフェで多くみられ、店員が給仕

**:p<0.01 *:p<0.05
　

するフルサービス形式よりも店内を移動する人の数や頻度が多い傾
向にある。こうした特徴と街路の人通りの多さは、にぎやかでカ
ジュアルな雰囲気をつくりだしているともいえる。また図 3 に、水
平面照度と操作率の関係を布置している。図3 ( 1 ) より、操作率が高
い店舗の中で、No. 1 と3 は、照度と在室密度の高さを兼ね備えたも
ので、在室する他者の存在が強く感じられるものであった。これら
のことから、同性の女性同士が携帯電話を操作することの多いカ
フェの特徴として、店内が明るく照明されており、セルフサービス
によるカジュアルな形式とにぎやかな雰囲気で、周囲に視線が向き
やすいことがあるのではないかと考えられる。照度の高さは、にぎ
やかな雰囲気をつくることと周囲を見渡しやすいことの両方に寄与
しているといえる。こうした空間的な特徴が、対面者と同席するこ
との意識を薄めることになったのではないかと推測できる。

No.3　No.1
No.9

No.9 No.8

水平面照度（lx） 水平面照度（lx）

異性同士・男性 異性同士・女性操作率(%) 操作率(%)

No.15,29 No.15,29

(1) (2) (3)

    表 2　携帯操作率と環境要因との関係
（1 ）相関係数( スピアマンの順位相関) 　　　　　　
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**:p<0.01 *:p<0.05
　

平均値の差の検定　**:p<0.01 *:p<0.05　

   （2）分類ごとの平均値
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図1　調査店舗の風景

 No.5　　　    　　　　　　No.9　　　　　　

No. 25　　　             No.31

表1　店舗別調査結果

水平面照度：テーブル高さで 1 0 点測った平均値　　室内音環境の種類：「B 」は B G M が主体として聞こえる状態、「声」は人の話し声によるざわつきが主体として聞こえる状態　　B G M
のジャンル：「Ｈ」は H i p  H o p 、「Ｊ」は J a z z 、「Ｐ」は P o p s 、「Ｔ」はテクノ、空欄は特定のジャンルがないもの　　音量：3 分間の等価騒音レベル　　在室密度：「高」はおよそ 0 . 8
人 / ㎡以上、「中」はおよそ 0 . 4 ～ 0 . 8 人 / ㎡、「低」はおよそ 0 . 4 人 / ㎡未満　　主要テーブル間隔 ：観察対象者のテーブル間隔で最も多かったもの　　主要ドリンク代：ソフトド
リンクの主要な価格帯　　　サービス形式：「フル」は後払いのフルサービス、「セルフ」は前払いのセルフサービス　　従業員の制服：（フ）はフォーマル、( カ）はカジュアル　　隣
接する街路の人通り：「多」は 1 分間に 1 5 人程度以上、「少」は 1 分間に 1 5 人程度未満

して、呼び出す際の情報提供の仕方を検討したものもある9）。ただし、
対面中の他者に与える心理的な影響などについては検討されていな
い。他者に与える影響を考慮したものには、電車内での通話が周囲
の人々に与える不快感が調査されたり1 0 ）、屋内公共空間での携帯電
話の使用のルールが決められたりしているが、空間的な特徴によっ
てそうした行為を抑制しようとしている事例はほとんどない。
　既往研究に対する本研究の特徴としては、対面中であるにも関わ
らず別の人間と携帯電話を用いたコミュニケーションをとるという
行為について、そのしやすさとしにくさの両方を扱うこと、そして
そのことが空間のどのような特徴と関係しているかを探ろうとする
点にある。

2.　観察調査
2 －1　調査概要
　実際に営業しているカフェにおいて、利用者による携帯電話の操
作状況を調査することとした。対象としたカフェは、東京と横浜の
鉄道駅近くにあり、2 0 代の利用者が中心であること、3 0 分以上利用
する者が多いこと、高いパーティションなどで区切られていない空
間であることなどとした。予備調査を行い、利用者の行為を観察し
やすい3 1 店舗を選定した。ファストフード店は含んでおらず、同一
チェーン店は2 店舗までとしている。
　これらのカフェにおいて、向かい合って会話をしている2 0 代と推
測される2 人組みを対象として、一組当たり3 0 分間観察した。ただ
し、対面者と仕事をしている思われた人々は除外している。調査は、
2007 年5 月～11 月の14 時～17 時に実施し、一店舗において1 回か2
回行なった。2 回行なった場合は、同じ時間帯で、在室密度もほぼ同

じときとした。
　図1 に調査したカフェの一例を示す。各々の店舗において、水平
面照度や音環境、在室状況、テーブル間隔などについても調査した。
調査は全て、同一の2 0 代の男性2 名により行なった。調査できた人
数は、合計で男性278 名、女性764 名の計1042 名である。
2 －2　調査結果
　表1 に、調査結果を店舗ごとに示している。携帯電話を「操作」し
ているとしたのは、単に携帯電話を持ったり着信を確認したりする
だけではなく、携帯電話を3 0 秒以上連続して操作していたり通話し
ていたりする場合とした注1 ）。多くは通話ではなく、メールを打つな
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図3　平均水平面照度と携帯操作率
操作率が高い（50%以上）ものと分布が外れているものに店舗番号を記している

No.14　No.1

No.2

図2　調査人数と携帯電話操作人数
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表 3 　重回帰分析結果（ステップワイズ法）
Ｆ値の確率が 0 . 0 5 以下で変数を投入し、0 . 1 以上で除去

（人）

No.4
No.4

No.4
No.20

どの声に出さずに操作するものであった。図2 に、調査人数と操作
人数を性別ごとに示している。全調査数（1 0 4 2 名）の中で、携帯電
話を操作していたのは3 2 2 名で、その比率（以後、操作率とする）は
30 . 9 % である。図2 より、携帯電話の操作率は、男女とも、同性同士
での利用の方が異性同士での利用よりも高くなっている。またどち
らの対人条件でも、男性の方が女性よりもやや高くなっている。た
だし何れも統計的に有意な差ではなかった（有意水準5 % ）。
　表1 は、同性同士・女性の操作率が高い店舗の順に並べている。各
店舗における全調査者の平均操作率が最も高いのはN o . 3 と5 の5 0 %
で、最も低いのはNo.25 と29 の14% であった。ただし、操作率の高さ
は、性別とその組み合わせの属性によって必ずしも一致していない。
同性同士・女性で操作率が高いN o . 1 や2 のカフェは、異性同士の場
合は男女ともあまり高くなっていない。
　表 2 に、携帯電話の操作率と各調査項目との関係（相関係数また
は分類ごとの平均値）を示す。また表3 に、操作率を目的変数とし、
表2 の1 0 項目を説明変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）の
結果を属性ごとに示している。同性同士・男性は、調査できた人数
が少ないため（5 名以上調査できたのは3 店舗のみ）、分析対象から
は外している。また異性同士においても、観察対象が4 名以下の店
舗（No.5,11,13,16,18,22,25,28,30）は除いて分析するものとした。表
2 から、携帯電話の操作率は利用者の属性に関わらず、水平面照度と
の間に強い正の相関が生じており、空間の明るさが主要な要因と
なっていることが考えられる。
　同性同士・女性は、表2 と表3 から、操作率がドリンク代、サービ
ス形式、街路の人通りと関係があることが特徴的であり、ドリンク
代が安く、セルフサービスの店舗で、隣接する街路の人通りが多い
方が、操作率が高くなっている。前払いでお客が飲食物を運ぶセル
フサービス形式は、チェーン店のカフェで多くみられ、店員が給仕

**:p<0.01 *:p<0.05
　

するフルサービス形式よりも店内を移動する人の数や頻度が多い傾
向にある。こうした特徴と街路の人通りの多さは、にぎやかでカ
ジュアルな雰囲気をつくりだしているともいえる。また図3 に、水
平面照度と操作率の関係を布置している。図3 ( 1 ) より、操作率が高
い店舗の中で、No. 1 と3 は、照度と在室密度の高さを兼ね備えたも
ので、在室する他者の存在が強く感じられるものであった。これら
のことから、同性の女性同士が携帯電話を操作することの多いカ
フェの特徴として、店内が明るく照明されており、セルフサービス
によるカジュアルな形式とにぎやかな雰囲気で、周囲に視線が向き
やすいことがあるのではないかと考えられる。照度の高さは、にぎ
やかな雰囲気をつくることと周囲を見渡しやすいことの両方に寄与
しているといえる。こうした空間的な特徴が、対面者と同席するこ
との意識を薄めることになったのではないかと推測できる。

No.3　No.1
No.9

No.9 No.8

水平面照度（lx） 水平面照度（lx）

異性同士・男性 異性同士・女性操作率(%) 操作率(%)

No.15,29 No.15,29

(1) (2) (3)

    表 2　携帯操作率と環境要因との関係
（1 ）相関係数( スピアマンの順位相関) 　　　　　　
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**:p<0.01 *:p<0.05
　

平均値の差の検定　**:p<0.01 *:p<0.05　

   （2）分類ごとの平均値
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表4　実験条件
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図4　提示した画像
（同一の店舗で照明条件と在室者数を変えている）
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図5　会話中のメールの返信しやすさ

（1）友人・男性　　　　　　　　　　　（2）友人・女性

（3）恋人・男性　　　　　　　　　　　（4）恋人・女性
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　異性同士・男性は、表2 と表3 より、平均照度以外に音の種類とテー
ブル間隔とに関係がみられることに特徴がある。人の声によるざわ
つきがB G M よりも大きく聞こえ、テーブル間隔が短い方が操作率が高
くなっている。これらの条件はどちらも、周囲の人々の存在感を強
くするものである。すなわち、他者と空間を共存していることをよ
り意識することが、携帯電話の操作のしやすさに関わっているので
はないかと推測できる。図3(2)における店舗No.1 と14 は、照度の高
さやテーブル間隔の短さの割に、操作率が低いものである。これら
の店舗は、B G M がはっきり聞こえることと映画が上映されているとい
う特徴を持っており、どちらも周りの話し声があまり聞こえる店舗
ではなかった。それらは、他者の存在感を薄くすることにつながる
ものであり、そのことが対面者を尊重し、携帯電話の抑制へと働い
たのではないかと推測できる。
　異性同士・女性は、水平面照度以外に有意な相関がみられる項目
はなかった。特に操作率の高いNo.8 や9 の店舗（図3(3)）にも共通
する特徴は見つけることはできなかった。異性同士の利用者は、親
密さの程度やどちらが主導権を持っているかなどについて、同性同
士よりも違いが大きいように見受けられた。どのようなタイプの対
人関係であるかという個人差も、携帯電話を操作するかどうかに影
響していたのではないかということが推測できる。

3.　評価実験
3 －1　実験概要
　観察調査では、店舗や対人属性によって携帯電話の操作率に差が
あることが示されたが、影響する要因を明確に特定できたわけでは

なかった。また、同性同士・男性の十分なサンプル数を得にくかっ
たことと、異性同士は対人関係による個人差が大きいのではないか
と推測された。そこで次に、同一のカフェの環境条件を変えた画像
と音を被験者に提示して、携帯電話の操作のしやすさを評価する実
験を行うこととした。
　環境条件は、明るさ、混雑の度合い、B G M の3 種類とした。観察調
査の結果から、携帯電話の操作には水平面照度との関わりが強く生
じており、周囲の人々の存在感も大きく左右していると考えられた。
B G M の種類は有意な関係がみられなかったが、特定のジャンルの音楽
を用いている店舗が少なかったことがその原因の一つにあると考え
られる。B G M はカフェの雰囲気をつくり出すのに操作しやすい手段で
あり、また筆者らの既往研究においてB G M のテンポがカフェでの会話
行動に影響を与えるという結果が得られている1 1 ）ために、条件とし
て採用することとした。
　表4 に示すように、明るさは明と暗の2 種類、混雑の度合い（人の
密度）は密と疎の2 種類、BGM はup テンポとslow テンポの2 種類であ
る。これらを組み合わせた8 つの条件のカフェを被験者に提示した。
実験は大学の演習室を用いて行ない、画像（水平画角5 3 °垂直画角
37°）は液晶プロジェクタで100 インチのスクリーンに投影した。投
影した画像とB G M からその場面にいることをイメージしやすいよう
に、「明｣ 条件を提示する際は演習室の机上面照度が提示するカフェ
のテーブル面と同じ375（lx）となるように調整し、｢暗｣条件の時には
4（l x ）となるように調節した。また「密」の条件では、カフェで録
音したざわつきの音を、BG M と同程度の70（d B）程度の音量で流し、
「疎」の条件では、ざわつきの音を約5 0（d B）程度の音量で流すよう
にした注2）。
　被験者には提示した条件のカフェにおいて、二人で向かい合って
着席し、会話をしていることを想定してもらった。カフェは東京・
自由が丘駅周辺にあり、1 5 時頃に利用しているものとした。そして
対面者と会話中にメールの着信があった場合に、メールを「返信し
やすい」と思うか「返信しにくい」と思うかのどちらかで回答して
もらった注3 ）。理由がある場合には記述することとした。対面者は同
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表 7 　返信しやすさに関わる主な理由

表 5 　対人条件による有意差検定結果（ノンパラメトリック検定）

左の条件の方が右の条件より返信率が高い　　▲▲：ｐ<0.01　　▲：ｐ<0.05
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    表 6 　三元配置分散分析結果

**:p<0.01 *:p<0.05
　

性同士の友人と、異性同士の恋人の2 パターンを設定した。
　被験者は20 代の110 名(男性70 名、女性40 名)である。実験は4 回
に分けて実施し、各々の場合で提示する刺激の順番を変えている注4 ）。
3 －2　実験結果
　評価結果を図5 に示す。「返信しやすい」と回答した比率（返信率
とする）は、全体的に恋人より友人の場合が高く、また女性より男
性の方がやや高くなっている。この傾向は何れも、観察調査の結果
と一致している。友人の場合に返信率が5 0 % を下回るのは、男女の
暗・疎・slow の条件と、女性の暗・疎・up、暗・密・slow のみであ
る。一方、恋人の場合に返信率が5 0 % を超えるものは少なく、男性の
明・密のup とslow、明・疎・up のみである。
　表5 に、性別と対面条件間での返信率の差を検定した結果を示す。
表より、全体的に性別の差よりも、友人か恋人かという対面条件に
よる差の方が顕著であることが分かる。
　表6 に三元配置分散分析の結果を示す。表8 に、返信のしやすさと
しにくさに関わる主な理由をまとめた。図5 と表7 より、明るさと混
雑度の効果は、性別や対面者の属性によらず有意である。明るく、混
雑していて、ざわついているほど、返信率が高くなっている。ただ
し影響の大きさには属性により差がみられている。友人・男性は他
の属性に比べて明るさの影響が小さい。友人・女性はB G M の影響がみ
られ、sl o w テンポよりup テンポの方が返信率が高くなっている。恋
人・女性は他の属性に比べて混雑度とB G M の影響が小さい。恋人・女
性が明るさ（照度）以外の影響を受けにくいということは、観察調
査の結果とも一致していることである。

　表7 より、返信しやすさに関わる理由は、相手への気遣い、周囲
に対する気遣い、会話への集中度、携帯電話の操作性、などの観点
にまとめられる。明るいことや混雑していること、u p テンポのB G M
は、店内がにぎやかで周辺への注意が行きやすいため、返信しても
相手に迷惑をかけそうにないと考えられている。一方、暗いことや
混雑していないこと、slow テンポのBGM は、返信しにくいと捉えられ
ることが多い。その理由として、落ち着いた雰囲気を壊したくない
ことや、会話を中断することが相手に悪いと感じることが挙げられ
ている。ただし、こうした条件において返信しやすいと回答した被
験者もいる。その理由として、目立ちにくいと感じることや、自分
が落ち着いて携帯電話を操作できることを挙げている。
　表6 より、交互作用は、友人・女性における混雑度とBG M において
のみ認められた。図5 より、暗・疎・slow と明・疎・slow の返信率の
低さが顕著であることが分かる。このことから女性の友人同士は、
人が少ない状態でsl o w テンポのBG M がかかっていることが、携帯電
話を操作しにくくさせているものといえる。観察調査では、セルフ
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表4　実験条件
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図4　提示した画像
（同一の店舗で照明条件と在室者数を変えている）
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図5　会話中のメールの返信しやすさ

（1）友人・男性　　　　　　　　　　　（2）友人・女性

（3）恋人・男性　　　　　　　　　　　（4）恋人・女性
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　異性同士・男性は、表2 と表3 より、平均照度以外に音の種類とテー
ブル間隔とに関係がみられることに特徴がある。人の声によるざわ
つきがB G M よりも大きく聞こえ、テーブル間隔が短い方が操作率が高
くなっている。これらの条件はどちらも、周囲の人々の存在感を強
くするものである。すなわち、他者と空間を共存していることをよ
り意識することが、携帯電話の操作のしやすさに関わっているので
はないかと推測できる。図3(2)における店舗No.1 と14 は、照度の高
さやテーブル間隔の短さの割に、操作率が低いものである。これら
の店舗は、B G M がはっきり聞こえることと映画が上映されているとい
う特徴を持っており、どちらも周りの話し声があまり聞こえる店舗
ではなかった。それらは、他者の存在感を薄くすることにつながる
ものであり、そのことが対面者を尊重し、携帯電話の抑制へと働い
たのではないかと推測できる。
　異性同士・女性は、水平面照度以外に有意な相関がみられる項目
はなかった。特に操作率の高いNo.8 や9 の店舗（図3(3)）にも共通
する特徴は見つけることはできなかった。異性同士の利用者は、親
密さの程度やどちらが主導権を持っているかなどについて、同性同
士よりも違いが大きいように見受けられた。どのようなタイプの対
人関係であるかという個人差も、携帯電話を操作するかどうかに影
響していたのではないかということが推測できる。

3.　評価実験
3 －1　実験概要
　観察調査では、店舗や対人属性によって携帯電話の操作率に差が
あることが示されたが、影響する要因を明確に特定できたわけでは

なかった。また、同性同士・男性の十分なサンプル数を得にくかっ
たことと、異性同士は対人関係による個人差が大きいのではないか
と推測された。そこで次に、同一のカフェの環境条件を変えた画像
と音を被験者に提示して、携帯電話の操作のしやすさを評価する実
験を行うこととした。
　環境条件は、明るさ、混雑の度合い、B G M の3 種類とした。観察調
査の結果から、携帯電話の操作には水平面照度との関わりが強く生
じており、周囲の人々の存在感も大きく左右していると考えられた。
B G M の種類は有意な関係がみられなかったが、特定のジャンルの音楽
を用いている店舗が少なかったことがその原因の一つにあると考え
られる。B G M はカフェの雰囲気をつくり出すのに操作しやすい手段で
あり、また筆者らの既往研究においてB G M のテンポがカフェでの会話
行動に影響を与えるという結果が得られている1 1 ）ために、条件とし
て採用することとした。
　表4 に示すように、明るさは明と暗の2 種類、混雑の度合い（人の
密度）は密と疎の2 種類、BGM はup テンポとslow テンポの2 種類であ
る。これらを組み合わせた8 つの条件のカフェを被験者に提示した。
実験は大学の演習室を用いて行ない、画像（水平画角5 3 °垂直画角
37°）は液晶プロジェクタで100 インチのスクリーンに投影した。投
影した画像とB G M からその場面にいることをイメージしやすいよう
に、「明｣ 条件を提示する際は演習室の机上面照度が提示するカフェ
のテーブル面と同じ375（lx）となるように調整し、｢暗｣条件の時には
4（l x ）となるように調節した。また「密」の条件では、カフェで録
音したざわつきの音を、BG M と同程度の70（d B）程度の音量で流し、
「疎」の条件では、ざわつきの音を約5 0（d B）程度の音量で流すよう
にした注2）。
　被験者には提示した条件のカフェにおいて、二人で向かい合って
着席し、会話をしていることを想定してもらった。カフェは東京・
自由が丘駅周辺にあり、1 5 時頃に利用しているものとした。そして
対面者と会話中にメールの着信があった場合に、メールを「返信し
やすい」と思うか「返信しにくい」と思うかのどちらかで回答して
もらった注3 ）。理由がある場合には記述することとした。対面者は同
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表 7 　返信しやすさに関わる主な理由

表 5 　対人条件による有意差検定結果（ノンパラメトリック検定）

左の条件の方が右の条件より返信率が高い　　▲▲：ｐ<0.01　　▲：ｐ<0.05
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    表 6 　三元配置分散分析結果

**:p<0.01 *:p<0.05
　

性同士の友人と、異性同士の恋人の2 パターンを設定した。
　被験者は20 代の110 名(男性70 名、女性40 名)である。実験は4 回
に分けて実施し、各々の場合で提示する刺激の順番を変えている注4 ）。
3 －2　実験結果
　評価結果を図5 に示す。「返信しやすい」と回答した比率（返信率
とする）は、全体的に恋人より友人の場合が高く、また女性より男
性の方がやや高くなっている。この傾向は何れも、観察調査の結果
と一致している。友人の場合に返信率が5 0 % を下回るのは、男女の
暗・疎・slow の条件と、女性の暗・疎・up、暗・密・slow のみであ
る。一方、恋人の場合に返信率が5 0 % を超えるものは少なく、男性の
明・密のup とslow、明・疎・up のみである。
　表5 に、性別と対面条件間での返信率の差を検定した結果を示す。
表より、全体的に性別の差よりも、友人か恋人かという対面条件に
よる差の方が顕著であることが分かる。
　表6 に三元配置分散分析の結果を示す。表8 に、返信のしやすさと
しにくさに関わる主な理由をまとめた。図5 と表7 より、明るさと混
雑度の効果は、性別や対面者の属性によらず有意である。明るく、混
雑していて、ざわついているほど、返信率が高くなっている。ただ
し影響の大きさには属性により差がみられている。友人・男性は他
の属性に比べて明るさの影響が小さい。友人・女性はB G M の影響がみ
られ、sl o w テンポよりup テンポの方が返信率が高くなっている。恋
人・女性は他の属性に比べて混雑度とB G M の影響が小さい。恋人・女
性が明るさ（照度）以外の影響を受けにくいということは、観察調
査の結果とも一致していることである。

　表7 より、返信しやすさに関わる理由は、相手への気遣い、周囲
に対する気遣い、会話への集中度、携帯電話の操作性、などの観点
にまとめられる。明るいことや混雑していること、u p テンポのB G M
は、店内がにぎやかで周辺への注意が行きやすいため、返信しても
相手に迷惑をかけそうにないと考えられている。一方、暗いことや
混雑していないこと、slow テンポのBGM は、返信しにくいと捉えられ
ることが多い。その理由として、落ち着いた雰囲気を壊したくない
ことや、会話を中断することが相手に悪いと感じることが挙げられ
ている。ただし、こうした条件において返信しやすいと回答した被
験者もいる。その理由として、目立ちにくいと感じることや、自分
が落ち着いて携帯電話を操作できることを挙げている。
　表6 より、交互作用は、友人・女性における混雑度とBG M において
のみ認められた。図5 より、暗・疎・slow と明・疎・slow の返信率の
低さが顕著であることが分かる。このことから女性の友人同士は、
人が少ない状態でsl o w テンポのBG M がかかっていることが、携帯電
話を操作しにくくさせているものといえる。観察調査では、セルフ
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サービス形式で人通りが多いなど、カジュアルでにぎやかな店舗で
操作率が高く、これらと相反する条件であることが共通している。
表7 より、返信しにくい理由として、落ち着いた雰囲気であること
などが挙げられている。
　以上のように評価実験では、明るさや性別の属性などについて観
察調査と類似した傾向が得られ、BG M や友人・男性の条件についても、
その効果や特徴が確かめられた。また、携帯電話の使用しやすさに
関わる理由を具体的に挙げることができた。

4.　まとめ
　本研究は、飲食と同時に会話を楽しむために利用されることが多
いカフェを対象として、観察調査と評価実験を通して、対面中に携
帯電話の操作が行なわれやすい場所や行なわれにくい場所の特徴を
探った。得られた主な結果を以下に示す。
1.　観察した対象者（1042 名）の中で、対面中に30 秒以上携帯電話
を操作していたのは30 . 9 % であった。携帯電話の操作率は、男女
とも、同性同士で利用する者の方が異性同士で利用する者より
も高かった。どちらの対人条件でも、男性の方が女性よりもやや
高かった。

2 . 　観察調査より、携帯電話の操作率は水平面照度との間に正の相
関が生じていた。同性の女性同士はこの他に、ドリンク代が安
く、セルフサービスで、街路の人通りが多い店舗で操作率が高く
なる傾向にあった。異性同士・男性は、人の声によるざわつきが
大きく聞こえ、テーブル間隔が短い店舗で操作率が高くなる傾
向にあった。異性同士・女性は、照度以外に有意な項目はなかっ
た。

3 . 　カフェの画像と音を提示する評価実験の結果、対面中にメール
を返信しやすいと回答した比率は、異性同士の恋人より同性同
士の友人と利用する場合が高く、女性より男性の方がやや高
かった。この傾向は、観察調査の結果と一致した。

4 . 　評価実験より、性別や対面者の属性によらず、明るく、混雑し
ていて、ざわついているほど、メールを返信しやすいと回答する
傾向があった。友人・女性は、slow テンポよりup テンポのBGM の
方が、メールを返信しやすい傾向があった。

5 . 　返信しやすさに関わる観点は、相手への気遣い、周囲に対する
気遣い、会話への集中度、携帯電話の操作性などにまとめられ
た。空間の特徴として、明るくにぎやかであることが返信しやす
い主な理由として挙げられた。周辺からの刺激が大きくなるほ
ど、対面者との閉鎖したコミュニケーションにとらわれる必要
がなくなるためであると考えられた。

　対面者と同席している場合に、同席していない人間と携帯電話で
コミュニケーションをとるという行為は、対面者に不快感を与えた
り密なコミュニケーションを阻害したりするなど負の側面がある。
対面者との会話を重視すべき状況では、自然と携帯電話を操作する
ことを控えるような空間がつくられることが有用であろう。一方で、
携帯電話を用いたコミュニケーションが対面者との持続したコミュ
ニケーションよりも重視されるような状況もありうる。そのような
場合は、対面者に気兼ねなく携帯電話を使用したり、対面者もそれ
を不快に感じなかったりする空間がつくられることが有用であろう。
本研究の結果は、求められる状況に対応して、携帯電話の操作を抑

制したり促進したりする空間を計画することに寄与するものと考え
られる。
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注
注1）着信を確認する利用者はかなり多かったが、それだけでは対面者との会話

が中断するなどの影響はほとんどないと判断した。また、一瞬の操作を正
確に観察することも難しかった。本研究では、対面者に明確な影響がある
のは30 秒程度であると考え、それ以上の長さの操作を扱うこととした。

注2）実験条件の選定や画像やBGM の提示方法を決定する前に、10 名の被験者を
用いて繰り返し予備実験を行い、状況のイメージしやすさや評価しやすさ
について検討した。ざわつきを加えずBGM のみだけの音を提示した条件で予
備実験を行なった結果、「混雑しているのに人の声がしないのは不自然であ
る」という意見が多く得られた。そのため、混雑時の写真に適当と感じら
れる大きさで、ざわつきの音を提示することとした。

注3）予備実験では、メールがあったときに実際に返信すると思うかどうかを尋
ねた。その結果、「誰からのメールかやどのような状況で受けるメールかに
よって、返信するかどうかは異なる」という意見が多かった。そこで本実
験では、メールの相手などは特定せず、単にその場所において「返信しに
くい」と感じるかどうかで判断してもらうものとした。「返信しにくい」と
は思わない場合に、「返信しやすい」と回答してもらった。

注4）4回の実験の被験者数は、28名（男性18名、女性10名）、30名（男性17名、
女性13 名）、25 名（男性19 名、女性6名）、27 名（男性16 名、女性11 名）
である。刺激の提示順は、図5（1）の番号を用いると、各々、②⑤③①⑥
⑧④⑦、⑥④③⑧①⑦②⑤、⑤①⑧②③⑦④⑥、⑦⑧④①⑥②⑤③である。
これらグループ間での評価には有意差はみられなかった。
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A FIELD SURVEY AND AN EXPERIMENTAL STUDY ON FOREHEAD ILLUMINANCE, 
 BRIGHTNESS SENSATION AND LUMINOUS COMFORT TO BE GIVEN  

BY ELECTRIC LIGHTING SYSTEMS IN LIVING ROOMS 

��� ��*���� ��**

Hirotsugu YAMADA and Masanori SHUKUYA 

This paper discusses the relationship between forehead illuminance, brightness sensation and luminous comfort with respect to 
ambient electric lighting systems in living rooms. We asked 20 persons, from 25 to 60 years old, to record and report the lighting
appliances they use, while at the same time to measure their exposed illuminance while they were at home in the evening. Their 
living rooms are mostly illuminated by one lamps on the ceiling and their luminous comfort levels were unrelated to exposed 
illuminance levels in the living rooms. We also investigated brightness sensation and luminous comfort of these persons in the 
experiment as the subjects in three experimental living rooms with different types of lighting. The subjects evaluated the 
experimental living room with direct lighting to be somewhat bright in comparison to the other rooms with indirect lighting. We also 
found that indirect lighting system with the aid of a task lamp could provide the subjects with sufficient brightness sensation and 
luminous comfort. These findings suggest that it is possible to design a luminous environment in living rooms with less electric power 
consumption than present lighting systems. 

Keywords : Residential Buildings, Brightness Sensation, Task Lighting, Ambient Lighting, Subjective Experiment, Electric Power for Lighting
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